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@斡1児童館(施設・設備)の標準的砿規模に関する研究併殺

園児童館 217.6m'(32.48m'増)

園児童センヲ 336.6m' C39.6m'増)

平成12年世厚生酋予算において、児童Jワ午地設整

備貨の補助基中而績が上記の通り改善されました

7円心厚生次官通知では「児童館の設置運笛要綱」

の児主主飽.%蛍センタ の設備に関して その改正

内容を明確にしていますr

その恨拠となコたものが「児蛍館(施設 設情)

の標準的な規模に閣する嗣安研究)Jの報告書「仁

木研究は、今日、児童館に期持される機瀧をより効

果的に発揮するために現状を梓坪分析し、児童

研究内容部抜粋(報告書10ベジよ口)

館児童センターの施設設備につい亡新たな方向

性を提案しています。分析結束から凶而化した伊m
など、各自治体における児員長官の設置運営のための

幸与資料とし亡、特に行政担当押の方々にご案内し

たい研究報告で仁

-研究の概要

今日、児竜結に朔f与される機能とその活動を附む

施設整備の関わり等についての調査分析をもと

に、時代のニ ズに応える児童館構想と限準的投JI

についてJ払J、し、児章舶の健全育成活動の推進活

性化を阿るごとを目的としているじ

(報告書)A 4判 22ページ

11 機能別カテゴリーによる諸室の分類

児童館氾童センターの標準的な施設の設計にあたり、幅広い利用者層に共通してまめられる要件

と、個別に求められる要件の両方を満た寸ことを心掛けた。以下がその施設に求められる要件を機

能別に諸室を整理分類したものである。

静的活動機能 運動機能 管理機能

-聞書室
・鑑賞室{ドラマースベ ス)
.乳幼児専用室

-遊薗・屋内運動室
・中高生運動室(*l 

聞j(ブひyクアクセスの空間

ー事覇室 ・置所

・廊下 玄関

圃フライベートアクセス血空間

相厳重 ・静聾室

ー倉庫室

ーこのみ付加

注(叫 中高生運動室俗児童センタ

交流機能

・買高スペース
.湯湧かし室

その他の活動機能

草金室
創作活動室

この報告吾は、近11都道府県市(区)町村 再児蛍館連絡協議会個人全員宛に無償頒布寸る予定 E仁

その{也、必嬰とされる場合は、印刷宅員+送料ご負担にてお求めいただけますのご 児童健全育成推進財団

(凶報部)までご連耕くださし、

児童館 2000夏号



.斡E児童館の評価に関する研究@僻
児童館活動の成績票?!ー児童館チェックりストカ嚇しましたー

児童館チェックリスト研究会研究員は正大学助教授〕 西郷 泰之

-ちょっと視点を歪えて

福祉の世界も人きく変わろうとしています 1 ごれま

での措置を革本にした行政主体内制度から、サ ピス

を選択できる利用者主体の桐度への車換をす しかし、

福祉は人を柑子にFる仕事と方から全て市場原理に任

ぜては危院ですのそこで「評価情報閣部II苦情処

理(権利融謹)jの3つの安全装置をつけることが今年

目6H改正された社会福祉法に盛り込まれました。

乙れらの安全装置の中でもサ ピスの「評価」につ

いては、保育析や児童養護施閣などほとんどの児京福

祉施設向けの「チ γ ックリスト」がすごにできあがっ

ていますが、児童館だけありませんでしたv そこで、

今回「兇厳館チ工ツクリスト」がまとめられたので仁

-児童鱈チェックリスト白活用語

」のチェックリストは主に児童館職買や館長の白己

点検のために作成されたものごす n 相l片~1î誹価の視点

も下街li'的に入れられているものの、あくまで客観的な

第一者誹師ではなく主に当事者によるHι評価頑Hが

革本とな〉口、ますn 当然、同じ活動が評仙者によコ

て評価が?でなるごとも発司 Lます。このチヱソクりえ

トは言葉を代えて己うと 児草鮪柄動の見なおしの議

論を起こすことがU的ごすから、こうした評耐のわか

れる事項があればその原凶について議論をするなどの

棋会として活山していただきたいわけです内

t<お、あくまでこオUま山己評価のためのもので、先

にも述べましたが徳三書評価として利用するにはイ'i@i切

ごすりこのチェックリストむ児以館百動を，¥'u7JCri平価し、

単純に上b陵する」とは謹んでL、ただきたいとごろです F

チL ソク項円の内零は標準的な児草館に則的される

活動内脊等を柊舟しまとめてありますハ標喰的な児草

館に期貯年される活動等としては2つのものがありますL

児童館 E口口口夏号

まF第1はEの児童話でも共通して実施されるべき「墓

場詩的J性格を有するもの 第2は児童賓館活動の課題と

Lてどの児童館でも取り組まれることが期待される

「共通課題的」性栴を有するものです。兇~~育はこれま

でややもすると個杵的という名のもとに職員の業務の

ネグレクト(児章館職員として立本的にやらなければ

ならないことをやらなLけが隠されてきたことも少な

くなく、活動向将のばらつきが他の施設種別と比べ大

きいのが実状ですu 個性化の方向も重要視しながらも

共通の部分では隙準化が急がれていますU 児童量館活動

の賠準化の{le3邑を目的に活用していただきたl、ものですd

.旧O田口口0も参考lζ
この見詰鮪チ工ツクリストは4つo視点から研究会で

検討され作成されましたっ 1つは全両児童知連介会のま

とめた児童館の基本概能(子ども育成機能 f育て家

厄支報機能地域信易 E進幾能)のめ日ごす。 2つ目は、

こうした施設機能の許悩分野では最も先行してlミる同

本医療機能評価概構が行う病院の機能評仙についての

木且呪を収り入れ検討しました。 3つ日は1509000江止屯

の導入で仁 JSOンリーズは企業活動刀結果ではなく

サ ピスの提供過程部分に焦ヨを可て、良いサービス

供給自壊盤整備がされているかを肥掘し評価するもの

ごす。 1509000の適 5事業所の刊定を行う判定員資格

保釘11に協)Jをいただき1509000円掴点 δチェソクリ

ストの再検討をし チコヴク項目的文章。〉修正や検

言すべきうよ肝が欠落していない泊、的確認を行いました

4つ日はオーストラリアのI'il育闘の第3者横倒による

員判~リストで仁名祢は rpoucy& PROCEDURES 

For Child Care Servic酎 inNSWJ ごす。評価羽刊

のみならず、第3者による評耐力:式やチェック結果の

集計b法等が参考になりました


